
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

令和 6年 5月 24日（金)              

港 区 立 高 松 中 学 校 

校 長   中 山 幸 子 

栄養士   島 田 理 香 

今年の前期給食委員会の目標は「よくかんで給食を食べよう！」になりました。よくかむと、

味覚が発達し、脳が活性化され、頭の働きがよくなります。歯と口の健康週間では、１～３年

生がそれぞれ考えた「カミカミメニュー」が登場します。「かむ」ことを意識して食べてみまし

ょう。また、給食を安全においしく食べるために、以下のことに気をつけましょう。 

 

「食育」とは食べる力、生きる力を育てるこ

とです。家庭や給食で学びましょう。 

「人生１００年時代」といわれるようになりました。生涯にわたって、心身

ともに健康で生き生きと暮らしていくために、あらゆる世代の人が「食べる

力」を身につける必要があります。特に、子どもたちに対しては、健全な心と

体を培い、豊かな人間性を育んでいく基礎となる「食育」を、家庭・学校・地

域が連携し、推進していくことが重要です。以下の６つが「食育」の大きな目

標になっています。 

小さくて丸いものは飲み込みやすく、のど

をつまらせてしまいます。 

 

水分がなくパサパサしているものはまと

まりにくく、窒息の原因にもなります。 


